特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年8月23日422号
灯籠流し　　40人参加　　大きなハプニング　流し直前に水止め堰が崩壊　　　
暑さみなぎる最中、朝早く前日の増水で運び込まれた泥の堆積物のかき揚げ作業に2時間かかりま
した。9時ごろから水のせき止めや水面にでている雑草の取り除き、そしてテントを張って耕作場所の明示に2時間かかりました。そして夕方には東側の泥のかき流し作業に1時間かかりました。こうした準備をして、皆が集まり灯籠の絵を書き,水面に浮かべようという時になって、堰が壊れ水が足りなくなって風のせいもありましたが、灯籠が流れ下ってくれず、底が泥に付いてしまうハプニングが起こってしまいました。懸命に修復しましたが、最後ごろにやっと動き出すということになりました。少し残念でした。　
木津川上流域レンジャーとの共同企画　　木津川の源流を訪ねる　　出発：19日　　木津川流域センター7時30分　
　夕立がこのところ激しくなっていたので、心配しましたが、参加してきた23人は上野のセンターに無事到着、地元の皆さんと合流して木津川の源流探しを楽しみました。源流までバスで2ｋｍほど手前まで進み、徒歩で源流を確認できるところまで進みました。このハイキングは珍しい植物が豊かに茂っていました。午後からは馬野渓谷を登り谷川を下り木津川の源流近くの水を体感するクライミングをしました。木津川上流域のレンジャーさんなどプロまがいの指導者から手ほどきを受けて楽しいクライミングをし、18時過ぎに帰着しました。
　
　里山農園便り　9月1日（土）　午前9時から秋野菜の種まきを実施予定　小雨決行で行います

農園を始めて約1年が経過しました。今年は猪防御の柵をしっかり作り見事に作物が心配なく実り続けてくれました。柵のしていないところでは大きな足跡が残っていてまだまだ猪が往来していることがわかります。いよいよ秋野菜冬野菜の準備に移っていきます。ジャガイモを植えていた跡を仕切りなおして畑の用意が出来ました。9月1日の午前9時現地集合で、種まきを実施します。大勢ご参加をお待ちしています。　
　木津川ワークショップ　9月2日（日）午前9時　山城大橋下　右岸　10時30分　中部住民センターに移動

私たちは木津川にイタセンパラの復活ができればいいと願ってきました。このイタセンパラ研究の第一人者である小川力也さんを招いてワンドを見てお話をお聞きします。その後、せせらぎホールで復活のために必要な手立てを考えようと思っています。正午には解散の予定です。
地域で考えよう防災　最低要員が5名足りません。　駐車場係2名　各班のスタッフ3名　　
そのほか2～3名　協力下さい
これまで毎年夏の二つ (魚とりと防災)の大きな事業を取り組んできました。今年も参加申し込み170人の応募があり、午前中100人午後70人を受け入れて土嚢つくりや水没ドア、洪水体験等を予定しています。多くの小さな子どもたちも数多く参加されますので丁寧なお手伝いが必要です。受付や棟の作り等のスタッフが大きく不足しています。まだまだ残暑厳しい折ですがお手伝いを求めています。尚暑さ対策として　開き牛乳パック　で製氷を作って、冷たい飲み水を準備したいと思います。当日朝現地に製氷された牛乳パックを届けて下さい。又、スタッフとして参加戴く皆さんにもご持参いただくことをお願いしています。
9月の日程　　
1日　9時　里山農園　秋野菜の種まき　　
１日15時　アイリスイン故郷再生京都懇談会・里山の会紹介報告　

2日　9時　木津川ワークショップ　　　　
8日　13時　城陽男女参画共同支援センター　第16回里山講演会「秀吉と淀川」
15日　9時　古川水ウォッチング　　　　
15日 　9時30分　秋の木津川花散策　場所未定　　　
22日　10時　稲刈り神輿巡行
23日　10時　川の自然観察　場所内容未定　　
30日　9時　親子川の学校　　
10月6日　10時　木津川一斉水質調査　30か所


第16回里山講演会　　
城陽市男女共同参画支援センター　9月8日（土曜日）13時～17時
演題｢秀吉と淀川｣でお話をいただきます。大阪市歴史博物館館長　脇坂修氏

ＪＲ城陽駅から徒歩３分（城陽中学グランド西）


地域で考えよう防災

8月26日（日）　午前の部10時より　午後の部1時より　約2時間
精華町　川西小学校　駐車場少々あり

9月14日未明から明け方にかけて京都南部に豪雨が発生、犠牲者が発生しました。
59年前の8月14日に山城大水害が発生し井手町や山城町など木津川右岸で壊滅
的な洪水が発生しています。9月には宇治川左岸の決壊で巨椋池が復元する大水害
が起きました。まさに災害は忘れたころにやってくるといわれていますが、その
通りになりました。応募に少し余裕があるようです。ご参加をお待ちしています






週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

